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ドル平泳法のその前に･･･

（１）水の科学的な知識を知っておこう

・アルキメデスの原理

・浮力と重力（浮心と重心）

・ストリームライン

・ストローク

・キック

・スカーリング





私のアルキメデスの実験１

「物体が水中で受ける浮力の大きさは、物体が水中でおしのけた
水の重さに等しい」これがアルキメデスの原理で、水をいっぱい
はった水槽に、人が入ったときに、水槽からあふれ出した水の重
さが浮力の大きさとなる。手首を水面に上下させることで、体が浮
き沈みが起こることを実技教室などで見せているが、この手首の
部分の浮力はどれくらいなのかを調べたくなった。この実験をした。
１リットルマスにいっぱい水をためた中に、手首を突っ込むと、当
然、水があふれ出した。そのあふれた水の重さを量ると300gだっ
た。両手で600gとなり、浮力が600gとなる。手首の比重もあるが、
水面に手首を出すと、だいたい600gの重さがかかることになるの

だろうか？掃除の時間になって、クラスの子どもが来ていたので、
４年の子どもにもやってもらったら180g～200gになって、両手で
360g～400gの浮力を得ることになる。



頭の重さを知りたい。長野の中学校の先生がやっていたように、まずは、体重
計で調べようと思った。保健室の体重計が、家にあるものよりも高そうなので、
正確に量ることができるだろうと思って、保健室で頭の重さを量った。
保健の先生はすぐに、「体と繋がっているからそれは無理」と言ったが、
「まあええやないか」と思って保健室に寝転がって量ってみた。結果は、
仰向けになった場合は、４．３㎏だったが、
横になったら３．７㎏と軽くなってしまう。

何度かやってみたが、約４㎏前後だった。どうしても、頭だけの重さを知りたい
のだが、頭をちょん切ることも出来ない。頭の重さは体重のだいたい何％なのか、
書いてある書籍などないものか？教えてほしいものである。

頭の重さ



「物体が水中で受ける浮力の大き
さは、物体が水中でおしのけた水
の重さに等しい」
これがアルキメデスの原理で、長
野の小山さんが生徒にやらせたよ
うに、私も理科室でやってみた。鼻
に水が入るのを防ぐために、脳ドッ
クで使った耳栓を鼻に詰めて行っ
た。初め、勢いよく頭をバケツに
つっこんだら、水がトレーの外にあ
ふれて、理科室は水浸し。それで、
２回目はゆっくり頭を突っ込んだ。
水面が目の前を通り過ぎるのが見
えて、何とも心地よい世界だった。
あふれた水の重さを量ったら、３２
８０ｇだった。

私のアルキメデスの実験２





浮心

重力

浮力

重心



手首を曲げて水上に出
すと600ｇが水上に 回転が止まって

600ｇ すると、やじろべえの原理
で足先が水上に浮いてくる



中学年は浮きやすい。

はく

吸う



浮心･･･みぞおちあたり
重心･･･おへそあたり

浮力と重力

呼気と吸気

息を止めた方が浮きやすい



スイミングで必ず取らせる姿勢
アゴを引く









水の科学に関して
・浮力を得るためには、できる限り水
上に出す部分を少なくする。
→浮き姿勢
アゴを引く（おへその方を見る）

・水中で「ぶくぶく」息をはくより、息こ
らえをする方が浮きやすい。
→息こらえ
まとめて水上で一気に「パッ」とはく


